アメリカ研究入門は100-200名と履修者の多い地域研究の入門クラスですが、学生が学術情報の受信・発信できるよう心がけています。ここで言う受信は授業中に教員が一方的に事実を伝達する事、発信は学生の思い込みで意見する事を意味しません。

シラバスに、授業各回で問われる課題群さらには学期末試験で扱う課題を提示する事で、学期を通して何を問い、どのように考えていったら良いか、常に意識できる様に工夫しています。つまり伝統的に授業中に教員が伝達していた事実は予習の段階で学生が主体的に会得して貰っています。

具体的には毎回授業に来る前に学生は邦語・英語の学術論文に目を通し、その内容を日本語・英語で要約してeラーニングのプラットフォーム「ムードル」の掲示板に挙げています。ここで大切なのは、学生相互が読み合う事ができるので、大人数の授業でも他のクラスメイトが何を考えているのか分かる様になっている点です。

それから授業中は簡単な背景説明の後、予め提示してある課題群について６人程度の単位でグループワークを行ない代表者に内容報告してもらう様にしています。なお授業の終わりにはリアクションペーパーを書くことで授業を通して新たに理解できた事、驚愕した事、あるいは疑問として残った事を日本語あるいは英語でまとめます。これに教員が毎回目を通して次の授業で返却する事で学生一人一人との情報交換に努めています。

さらにミッドタームサマリーと称して、新たに読むことをせず、それまで読んで来た諸論考をまとめて学期末試験の準備をする回も設けています。試験では暗記ではなく、考察そして新たな問いかけに重点を置き、諸理論の抽象的理解のみならず自分が個別研究する事を想定し、具体的にどのような対象をいかなる方法論で考察するかも考えてもらっています。

以上のような授業を通して、学生は新入生であっても主体的に学術論文と格闘する楽しみを覚え、さらに理解と表現の喜びも体験してもらっています。

